
広島ガスグループは、
事業活動を通じてエネルギーと資源の効率的利用を
追求するとともに、地域・地球環境保全を推進し、

社会の持続可能な発展に貢献する。

広島ガスグループ
環 境 基 本 理 念

広 島 ガ ス グ ル ー プ
環 境 行 動 指 針

１.
 お客さま先での
環境負荷の低減

２.
 事業活動における
環境負荷の低減

３.
地域環境保全への

貢献

①都市ガスの品質および安定供給を確保する。

②省資源、省エネルギーを推進し、環境負荷の低減に努める。

③地域環境保全に貢献する。

1.以下の項目について積極的に活動し、環境保全と汚染防止に努める。

2.当工場の環境側面に関係して適用可能な法的要求事項および当工場が同意するその他の要求事項を順守する。

　広島ガス株式会社　廿日市工場・備後工場・東広島製造所（以下「当工場」という。）は、地球環境にやさしい
天然ガスを主原料にクリーンなエネルギー都市ガスを製造し、さらに廿日市工場においては都市ガスを使用した
発電および送電を行っており、この都市ガスの安定供給および発電を通して地球環境保全へ貢献している。
　当工場は、環境負荷も低く設定されており、都市ガスの製造工程における燃料と電力使用量の少ない操業、発
電工程における排熱の有効活用等により効率的なエネルギーの利用を行っているが、さらなる環境保全への貢献
を図るため、広島ガスグループ環境基本理念をふまえ、環境行動指針を次のように定める。

　当工場で行う事業活動が環境に与える影響を把握し、ISO１４００１の要求項目に沿って環境目的・目標・プログラ
ムを定め、定期的な見直しを行うとともに、環境マネジメントシステムの継続的改善を図る。

● 環境行動指針

　廿日市工場は、環境マネジメントシステムの一環として１９９９年度 ISO１４００１の
認証を取得（審査登録機関：（財）日本ガス機器検査協会 JIA-QAセンター）しました。
２００１年度には１９９９年度操業を開始した備後工場が、２００９年３月には２００６年度操
業を開始した東広島製造所においても拡大審査に合格し、当社の都市ガス製造工場全
て認証取得が完了しています。 ISO１４００１登録証

廿日市工場・備後工場・東広島製造所 環境方針

環
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み

環境保全活動の基本的な考え方・しくみ
　広島ガスは、１９９３年度に環境基本理念および環境行動指針を策定し、環境マネジメントシステム（EMS）により全社
で環境保全活動を推進しています。環境保全活動は、関係会社を含めた企業グループ全体で推進することにより、一層大
きな改善効果が期待できることから、２００５年度に「広島ガスグループ環境基本理念」および「広島ガスグループ環
境行動指針」を制定し、広島ガスグループとして環境保全への取り組みを推進しています。

廿日市工場・備後工場・東広島製造所 ISO１４００１認証取得
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Plan 計 画

Do  実 施（運用管理）

Act 見直し

委 員 長: 社長
副委員長: 総務部長
メンバー :関連部門長
役 割: 環境方針の協議
 環境問題に関する
 情報交換・部門間調整

ト ッ プ マ ネ ジ メ ン ト

環 境 保 全 委 員 会

広報環境室（事務局）

議 長: 総務部広報環境室長
メンバー: 関連部門管理職・担当者
役 割: 環境保全計画の立案、推進
 環境教育・啓発
 環境問題に関する情報交換

環 境 保 全 推 進 者 会 議

　当社の環境マネジメントシステムは、従来から運用しているTQM（総合的品質経営）をベースに、環境保全活動を
PDCAサイクルに沿って推進しています。環境保全活動を含めた中期経営計画の策定（P）、各部門改善活動の実施（D）、
環境保全委員会等でチェック（Ｃ）、トップヒアリングでの見直し（A）等により、継続的なレベルアップをめざしています。

PDCAサイクルに沿って環境保全活動をきめ細かく推進しています。 

■ 環境基本理念・
 環境行動指針 

■ 環境目標 

■ 中期経営計画  

■ 年度方針・実施計画

■ 環境保全活動実施 
（社内外）

■ 環境教育実施（社内）

■ 環境行動指針・環境目標見直し

■ トップヒアリング

・中期経営計画に加え、環境保
全活動を織り込んだ各部門の
方針・実施計画を毎年策定し
ています。

・２００８年５月２６日（月）、中国経済産業
局資源エネルギー環境部長 渡邉誠
氏をお招きし、「中国地域における
エネルギー環境対策のあり方につい
て」をテーマに広島ガスグループ環
境講演会を実施しました。
・家庭におけるCO2削減推進策とし
て２００７年度から毎年実施されてい
る（社）日本ガス協会の「省エネ行
動診断」に役職員４９４名が参加し、
自己診断および環境を考慮した取り
組みを行いました。
・グループ広報誌、全社掲示板（社内
グループウェア）に環境関連情報を
掲載し、社員の環境意識の高揚を
図っています。

・方針管理の一環として、年1回
各部門が経営トップと環境保全
活動を含んだ各部門の方針、業
務実施状況および課題について
ディスカッションを行い活動の
見直しを行うとともに、方針・
実施計画にヒアリングの結果を
反映させています。

P.２５

P.２７

P.１７

P.３３

トップヒアリング

システムの質を
継続的に向上させる。

サイクル
PDCA

見直し
Act

計 画
Plan

チェック
（点検是正）

Check
実 施
（運用管理）

Do

環境講演会

Check チェック（点検是正）
   ■ 実施結果報告書

■ 環境会計  
■ CSR報告書
　  We do！ 作成　
■ 環境データ集計・解析
■ 環境保全委員会・
　 環境保全推進者会議　
■ 業務監査

P.３１

業務改善表彰

■ 業務改善表彰
・ 委員長賞：「自社開発『地震被害想定システム
   （EQDASS）』による地震時対応改善」（供給設備部・
　 IT推進部）

■ 改善提案表彰
・1等：「中・高圧導管網解析プログラムのエクセルに
　 よる作成と使用」

環境活動推進体制 環
境
保
全
活
動
の
基
本
的
な
考
え
方
・
し
く
み

環境マネジメントシステムの運用

※ 熱量変更共同化部門は２００９年６月３０日廃止
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